
科目名

分野 担当教員

開講時期 講義 実技 演習 実習

時間数 1

学習の到達目標

成績評価の方法と基準

使用テキスト

参考文献

実務経験を有する者

講義計画　
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○

柔道整復師の社会的責任と対応

職業倫理の総まとめ

総合評価（まとめ）

（2026年度）

講義内容

療養費制度の概要（療養費とは、柔道整復療養費）

療養費制度の概要（柔道整復療養費の推移、療養費の算定）

療養費制度の概要（療養費請求のケーススタディ）

医療従事者の職業倫理

柔道整復師に必要な基本的倫理観と患者への対応

科目の概要

本授業では、社会の中で人が持つさまざまな権利や人権について学ぶ。すべての人が安心して生活
するためには、人の尊厳や基本的な権利が守られることが大切であることを理解する。
医療の現場においても中心にいるのは「人」であり、患者の権利を尊重することが重要である。また、
医療従事者自身にも守られるべき権利があることを学ぶ。
法律は、人の権利を守るために存在しているという基本的な考え方（法の精神）を理解し、医療人として
適切に行動できる姿勢を身につけることを目的とする。

国家試験出題基準に基づく専門知識を体系的に理解し、国家試験合格に必要な学力水準に
到達する。

出席基準を満たした者については、試験結果を考慮し評価する。

教科書（社会保障制度と柔道整復師の職業倫理）、授業ごとに練習問題プリントを配布

なし

職業倫理

専門基礎分野 深谷　高治

3学年　2学期
単位数

15


